
 

 

 

 

                           

 

 

 

 

○自分のことを考えた具体的な行動に関する記述についての評価 

〈児童の記述〉 ご飯をいっぱい食べて残さず食べる。 

 《教師のコメント例》 

  ⇒自分の命を守っていくには健康に気を付けて生活することも大切ですね。友達の命も守っていくために何が

できるか考えてみよう。 

 【教師の記述による評価の例】 

  →命の授業では、食べ物を残さずに食べることが自分の命を守ることにつながると考えることができました。 

○自分のことと周りの人達のことを考えた具体的な行動に関する記述についての評価 

〈児童の記述〉みんなのことも考えて、自分のことも考えて励ましてやったりして不安をなくしてやる。 

 《教師のコメント例》 

  ⇒自分も大事にしながら、みんなのことを考えて励ましてやるというところが由貴奈さんと同じ考えで素晴ら

しいですね。きっと○○さんに元気をもらえる友達が多くいると思います。 

 【教師の記述による評価の例】 

  →命の授業では、「みんなのことを励ましたり不安をなくしたりしてあげたい」と記述し、自分と周りの人との

関わりの大切さに気付き、実践しようという気持ちをもつことができていました。 

○自分の命を大切にしようとする気持ちが表れた記述についての評価 

〈児童の記述〉今ある時間を精一杯使って生きていく。 

《教師のコメント例》 

  ⇒日野原さんの言葉が心に残りましたね。これからは自分はもちろん周りの人のためにも、今ある時間を精一

杯使うためには何ができるか考えていけるといいですね。 

【教師の記述による評価の例】 

  →命の授業の中で出てきた「命は自分が使える時間である」という言葉を心に留め、今ある時間を精一杯使っ

て生きていきたいという思いをもつことができました。 

○周りの人の命を大切にしようとする気持ちが表れた記述についての評価 

〈児童の記述〉みんなを笑顔にしたり、困ったことがあったら助けたり、いろんなことができると思う。 

《教師のコメント例》 

  ⇒みんなのために何ができるか考えて行動していこうとする○○さんの気持ちが伝わってきました。これから

もたくさんの友達の笑顔をつくっていってください。 

 【教師の記述による評価の例】 

  →命の授業では、周りの人の命の大切さに気付くことができ、みんなのために自分にできることを見付けなが

ら生活していこうとする気持ちを高めることができました。 

○自分の命も周りの人の命も大切にしようとする気持ちが表れた記述についての評価 

〈児童の記述〉命を大切にして、みんなのことを考えて自分の行動をよくしたい。 

《教師のコメント例》 

  ⇒自分の命はもちろん、みんなの命も大切にしようとする気持ちが素晴らしいですね。みんなのために行動す

る○○さんの姿を見るのが楽しみです。 

 【教師の記述による評価の例】 

   →命の授業では、自分の命だけでなく周りの人の命も大切にしながら、自分の行動をよりよくしていこうとする

気持ちをもつことができました。 

○由貴奈さんから学んだことが表れた記述についての評価 

〈児童の記述〉由貴奈さんみたいに精一杯友達のことを大切にして、重い病気になったとしてもあきらめない。 

《教師のコメント例》 

  ⇒○○さんも由貴奈さんように友達を思う気持ちを自分の周りの友達に伝えていけるといいですね。 

 【教師の記述による評価の例】 

   →命の授業では、友達の命を大切にする主人公の思いを感じ取り、自分も同じように友達を大切にしたいという

思いをもつことができました。 

【小学校】（発問）今より「せいいっぱい生きる」ために自分にできることは何でしょうか。      

小学校３年生と中学校２年生の実践から、評価の実際として、ワークシートの記述をこれからの生活の
中で具体的な道徳的実践へとつなげる手立てを紹介します。
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① 授業で学んだ新しい考え、知識、価値観についての記述  

⇒その後の授業や朝の会の担任の話で紹介する。学級通信で紹介する。 

       

② 生徒の本音、弱みについての記述 

⇒本音を書いていることを認め、そこからの学びをフィードバックする。 

③ 具体性がない記述 

⇒疑問形で深めてほしいところを書く（何を、どのように、いつ、だれに等）。 

④ 気になる記述 

【本人への声掛けの例】 

・小６くらいから、いじめを見ても、何も言わずにスルーしていたけど幸次さんみたいな人がこの

学校には何人もいると思います。 

   ⇒もしかしたら、いじめと思われるケースが存在するかもという認識をもって、話を聞く。 

  ・１番の友達がいじめられていたら、すぐ言えると思います。 

⇒「１番の友達ではなかったら、どうかな」「１番の友達ではなくても、行動できることはないか 

な」など、傍観者の視点からもできることについて学んでほしいことを伝える。 

 

 

 

【中学校】（発問）クラスの問題にこれからどう向き合いたいと思いますか。  

〇主題やねらいにせまる記述例 〇授業で学んだ新しい価値観についての記述例 

これからの生活の中で具体的な道徳的実践へとつなげるためには、ワークシートの児童・生徒の
記述に、教師からのコメントを加えて返却することが有効です。さらに、ワークシートの記述を学
級通信で紹介したり、学級に掲示したりすることで、家庭や学級内で学びが広がったり、深まった
りすると考えます。 
ここで紹介した内容については、本研究のまとめの全体考察において学級全員のワークシートの

記述と併せて掲載しています。
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